
１　重要な会計方針

　(１)　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　満期保有目的の債券は、償却原価法(定額法)によっている。

　(２)　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　原価法に基づく最終仕入方式を採用している。

　(３)　固定資産の減価償却の方法

　　　　固定資産の減価償却は定額法によっている。

　(４)　引当金の計上基準

　　　・賞与引当金・・・・・・・・・ 職員に対する支給に備えるため、支給見込み額のうち当期に帰属する額を

計上している。

　　　・退職給付引当金・・・・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

　　　　　 このほか一般社団法人ぜいたいきょうに退職一時金相当額として5,950,070円。

　(５)　リース取引の処理方法

　　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　　　　なお、リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額は、次のとおり

　　　である。

(単位：円)

　(６)　消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

 定期預金

 投資有価証券

 退職給付引当資産

当期末残高

80,300,000

1,819,513,957

1,899,813,957

11,902,252

1,911,716,209

11,902,252

当期減少額

0

0

0

0

0

0

0

64,075

0

80,300,000

797,000

797,000

797,000

財務諸表に対する注記

 基本財産

 特定資産

取得価額相当額

8,820,000

1,899,749,882小　　　計

小　　　計

合　　　計

科　　　　目 前期末残高

1,910,855,134

11,105,252

11,105,252

1,819,449,882

減価償却累計額相当額

3,675,000

当期末残高相当額

5,145,000

当期増加額
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３　基本財産及び特定資産の財源の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

 基本財産定期預金 （ ） （ ）

 投資有価証券 （ ） （ ）

（ ） （ ）

 退職給付引当資産 （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

５　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

(単位：円)

取得価額

1,987,650

32,653,850

17,751,090

52,392,590

減価償却累計額

1,444,920

27,445,196

11,603,905

40,494,021

（ うち指定正味財産
からの充当額 ）

（ うち一般正味財産
からの充当額 ）

( うち負債に
対応する額 )

当期末残高

542,730

5,208,654

6,147,185

11,898,569

 建物付属設備

102,373,000

102,063,000

科　　　　目

―

―

1,899,813,957

科　　　　目 当期末残高

 基本財産

100,000,000 83,440,000

80,300,000 50,300,000 30,000,000

200,000,000

100,000,000

　東京都公募公債第614回

*国際復興開発銀行

*ｽｳｪｰﾃﾞﾝ地方金融公社

*ﾛｲﾔﾙﾊﾞﾝｸｵﾌﾞｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ

科　　　　　　目 帳簿価額 時　　　価

100,000,000

小　　　計

0 11,902,252

1,819,513,957 1,719,513,957

 特定資産

11,902,252

合　　　計 1,911,716,209 1,769,813,957 130,000,000 11,902,252

小　　　計 11,902,252 0 0

1,769,813,957 130,000,000 ―

11,902,252 0

 器　具　備　品

 ソ フ ト ウ ェ ア

△ 79,800,000

△ 17,580,000

△ 16,710,000

173,228,000

合　　　計

△ 26,772,000

120,000,000

200,000,000

*ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽｴﾇﾌﾞｲNo.2136

　第15回ギリシャ共和国円貨債券 40,200,000

評価損益

182,420,000

83,290,000

*三菱UFJｾｷｭﾘﾃｨｰｽﾞｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

100,000,000

200,000,000

△ 2,770,000

100,000,000

100,000,000

178,224,000

97,230,000

79,020,000

△ 16,560,000

76,770,000*SGAｿｼｴﾃ･ｼﾞｪﾈﾗﾙ･ｱｸｾﾌﾟﾀﾝｽ

*ＢＮＰパリバ銀行

△ 23,230,000

△ 20,980,000

△ 21,776,000

　第19回共同発行市場公募地方債

102,352,000 2,367,920

99,993,968

99,984,080

99,957,715

*ＨＳＢＣ銀行

2,415,285

　東京都公募公債第618回

2,069,032
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科　　　　　　目 帳簿価額 時　　　価 評価損益

６　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

 経常収益への振替額

　　基本財産受取利息の振替額

　　特定資産運用益の振替額

内　　　　　　容

28,979,136

金　　　　　額

28,976,368

2,768

1,819,513,957

* : 為替連動型固定利率

1,621,350,000

6,730,000106,730,000

△ 198,163,957合　　　　　計

　日本高速道路保有・債務返済機構 100,000,000

　第11回30年国債 99,897,133 105,140,000 5,242,867

　第119回20年国債 99,681,061 108,870,000 9,188,939
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